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財団法人　美作学術文化振興財団

普及啓発事業 芸術文化活動事業

編集後記

１．財団ニュース「作州路」の発行

２．普及講座の開催

陶芸入門講座（8 回講座）

期　間／平成 18 年 5 月〜平成 18 年 12 月

会　場／勝央町公民館・工芸室とその周辺

子ども陶芸教室

期　日／平成 18 年７月 20 日（木）

会　場／勝央文化ホール・2F ロビー

ストーンズ・アート教室

期　日／平成 18 年７月 21 日（金）

会　場／勝央文化ホール・2F ロビー

芸術さんぽ講座

期　日／平成 18 年 10 月 18 日（水）

研修先／島根県立美術館、

　　　　ルイス・C・ティファニー美術館

３．文学作品の朗読会

「朗読会」2006　

＜第 1 回＞

期　日／平成 18 年 10 月 28 日（土）

内　容／太宰治「走れメロス」「秋風記」

＜第 2 回＞

期　日／平成 19 年 2 月 10 日（土）

内　容／児童文学「ダレン・シャン」

４．事業協賛に伴うＰＲ活動

金時祭花火大会への協賛

１．展覧会の実施

■企画展の開催

≪文学≫

「綺堂、六福と新国劇」

「木村毅と明治 其の一 ー明治に海外で活躍した

女性たち」

「木村毅の文章修行 其の二」

「岡本綺堂の歌舞伎 其の一」

≪美術≫

「下山薫展」

「石田正典とその周辺展」

「夏休みこどもセレクション３ー小学校３・４年編」

「薮内正幸原画展」

「どうぶつの絵」展

「郷土の画家シリーズー独立美術協会の画家たち」

「りある 2 ー池田誠史・椿苑作品展」

「丸尾行雄遺作展」

映像展「旅と日常」

「第 29 回瀬戸内版画展ー勝央会場」

「アートの今・岡山」

「高山始展」

「プチ・コレクション展」

「県展町内入賞入選者作品展」

「第３回陶芸教室の作品展」

■公募展の開催

「おかやま小中学生絵画展」

１．文化財資料収集保存事業

２．学術的研究及び図書の発刊事業

 等の事業を継続しておこなっております。

ー文化の薫る活力ある地域づくりをめざしてー　財団では、このような事業を行っています。

その他の事業
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２．地域芸術文化振興助成事業

【主催事業】

■ホール事業

「桂歌丸・三遊亭楽太郎二人会」　

日時：平成 19 年 3 月 21 日（水・祝）

【助成事業】

演劇「富豪と、嘘と、のぞみ」（坂上二郎主演）

夏休み親子ミュージカル「オズの魔法使い」

創設 20 周年記念コンサート「Attacca」

【後援事業】

横仙歌舞伎四季の公演ー冬ー

第２回しょうおう町民音楽祭　　

勝央町植月で作られた〈松根引金時〉、背景は金時の兜のイメージでデザインされた勝央文化ホール。

金時人形

〈金時人形〉は、坂田金時（幼名 金太郎）の幼い頃

の姿を写したもので、子どもの元気な成長を願い古

くから玩具として全国各地で作られました。表紙の

＜松根引金時＞は、勝央町植月地区でその昔生産さ

れたものといわれています。（鈴木常雄「金太郎」

1971 年に掲載）財団では、この他にも全国各地の

伝統的な民具として生産された〈金時人形〉を収集

しています。

　長年「作州路」の編集に携わられた故石浦浩治さん

が亡くなられてから久しく発行をお休みしておりまし

たが、このたびやっと 10 号を発行することが出来ま

した。特集「出雲街道宿場考」も、勝央町文化財保護

委員の竹久和夫先生のお力で連載を続けることが出来

うれしいかぎりです。この場を借りまして、今回の発

行にあたりお世話になりました関係の方々に厚く御礼

申し上げます。（E.N）〈中山土人形（秋田県）〉

「おかやま小中学生絵画展」会場風景

「桂歌丸・三遊亭楽太郎二人会」ポスター

「朗読会」のようす

「芸術さんぽ講座」のようす



津山城収公と勝間田宿 竹 久  和 夫
            勝央町 植月東

　江戸時代の美作において最大の事件は、なんといっ

ても元禄１０年８月の森家の断絶であろう。

　なにしろ１８万６千石の大守がその居城と美作一

国を召し上げられ、家臣は禄を離れて浪人の境遇と

なり、新しい領主が誰になるのか、それとも幕領と

して組み込まれることになるのか、美作の人々はそ

のなりゆきに大きな不安と関心を払ったに違いない。

　この時に収公の上使として任命されたのが奥州一

関の領主田村右京大夫建顕（３万石）、収城使として

播磨明石の領主松平若狭守直明（６万石）と備後福

山の領主水野美作守勝種（１０万１千石余）の２名

が任じられたが、水野はこの年の８月２３日に病没

したため、急遽若狭小浜の領主酒井靭負佐忠囿（１３

万３千石）が後任となった。

　また目付として水谷弥之助（１千７百石）、添目付

として赤井平右衛門（８百石）と仁賀保孫九郎（２

千石）の 2 名が、城受け取り後の津山城在番には広

島の松平（浅野）安芸守（４２万石）が命じられ、

代官として竹村惣左衛門（３百俵）、岡田五右衛門（２

百俵）、守屋助次郎（２百俵）の３名がその任に当った。

　　

　彼らは江戸出発までの間、しばしば手紙のやりと

りをし、また幕府に問い合せるなどしており、また

道中においても連絡を密にして使命をはたすのに遺

憾なきを期している。

　上使の田村右京大夫は、次のような日程で津山に

向かい、それと相前後して、他の人々も津山に向かっ

ている。　　

　９月２３日　川崎　　昼休　　戸塚　　泊

　　　２４日　大磯　　昼休　　小田原　泊

　　　２５日　箱根　　昼休　　沼津　　泊

　　　２６日　蒲原　　昼休　　江尻　　泊

　　　２７日　岡部　　昼休　　金谷　　泊

　　　２８日　袋井　　昼休　　浜松　　泊

　　　２９日　白須賀　昼休　　御油　　泊

　　　３０日　岡崎　　昼休　　宮　　　泊

１０月　１日　佐屋　　昼休　　桑名　　泊

　　　　２日　石薬師　昼休　　坂下　　泊

　　　　３日　水口　　昼休　　草津　　泊

　　　　４日　　　　　　　　　伏見　　泊

　　　　５日　郡山　　昼休　　西宮　　泊

　　　　６日　兵庫　　昼休　　明石　　泊

　　　７日　加古川　昼休　　姫路　　泊

　　　８日　三日月　昼休　　佐用　　泊

　　　９日　　　　　　　　　勝間田　泊

　　１０日　勝間田逗留

　　１１日　津山

　田村家の「作州津山御用留」

によれば、

一１０月９日勝間田へ御着、７

　つ時水谷弥之助殿御出、勝間

　田御到着の御注進等御詞、宿

　次をもって仰せ上げられ候　

一同１０日勝間田御逗留、5 つ

　半時津山より赤井平右衛門殿、仁賀保孫九郎殿御出、

　水谷弥之助殿も御出、御用仰せ合われ、追っつけ松

　平若狭守様、酒井靭負佐様御出遊ばされ、津山御家

　来長尾隼人、原十兵衛呼ばせられ、御列座にて明日

　城受取の儀仰せ渡さる

とあって、城受取を明日に控えて勝間田で綿密な打ち

合せの会議を開いている。

　なお田村は９日付けで、老中にあてた書面をしたた

め、添目付二人の注進状とともに勝間田村の本陣、木

村次右衛門に次のような受け取りを書かせ、江戸へ送

らせている。　

「江戸御老中様への御状箱壱つ受取り申し候、道中滞

り申さず様申し付けまいらせ申し候、以上」

上使の一行だけでも８百人を越す人数だから勝間田宿

では大混雑であったろうとは想像されるけれども、何

分地元には当時の文書が一切残っていないので、その

様子は残念ながら何も知るこしができない。

　なお勝間田では、上使と収城使二人の一行をを同時

に宿泊させるに足る規模がないために、倉敷（林野）、

湯郷、楢原なども候補にあがったけれども、津山から

やや遠いということで、結局松平若狭守（１０月９日

到着）は河辺村に、酒井靭負佐（１０月６日到着）は

押入村に止宿することとなった。　

　翌１１日は朝早くから城内の見分に入り、とどこお

りなく津山城を受け取り、同月１４日、城を在番松平

安芸守の家臣に引き渡し、従来の森家の高札にかえて

新しい高札を建てた。

　　条々

一この度津山の城召し上げらるについて、給人城下引

　き払いの儀、今日より３０日に限るべし、但し給

　人津山領に有りたしと申す輩は穿鑿を遂げ、　心次

　第先ず差し置くべし、立退きたき輩は滞りなく借

　り宿すべき旨、御目付中より証文遣わすべき事

一喧嘩口論停止しおわんぬ、もし違犯の輩あらば双

　方誅罰すべし、万一荷担せしむるは、その本人に

　於て咎重かるべき事

一竹木伐採の儀、ならびに押し買狼藉停止の事

一家中の輩、武具馬具諸道具、その身の心にまかす

　べき事

一家僕の儀、譜代にあらずんば主従相対次第たるべ

　き事

右の条々相守るべし、もし違犯の輩は厳科に処せら

るべきものなり、仍てくだんのごとし

　　元禄１０年１０月１１日　 水谷弥之助 

　　　　　　　　　　　　　　田村右京大夫

　この高札はあらかじめ江戸で書かせたものを持参

して、それに日付だけを書き加えたもので、今一枚

は

　　条々

一この度津山の城召し上げられ候について、給人津

　山領に有りたき族は穿鑿を遂げ、心次第先ず差し

　置くべし、立退たき輩は滞りなく借り宿すべき旨、

　証文遣わすべき事

一種借りの儀、蔵より出し、貸し付けの儀疑いなき

　においては、当暮収納すべし、但し年貢未進は弁

　損すべき事

一未進方に取りつかう男女の儀、主従相対次第にい

　たすべし、但し二十ヶ年過ぎは譜代たるべき事

　　但し譜代に出し置男女の儀、その紛れなきに　

　おいては譜代勿論の事

一借り物は証文次第たるべき事

　右の条々、相守べきものなり

　かくして無事に収公の大任をはたした田村は１４

日津山出発、１１月４日江戸に到着した。、翌５日に

は登城、当日の田村家の記事には次のように記され

ている。

　麻上下にて登城、弥之助殿も痛み少々和らがれ候

について、罷り出られ、御老中お出かけにお目にか

かり候、その後豊後守殿へお目にかかり、なにかと

御内意を得申し候、その後相模守殿へお目にかかり

候えば今日は御用多く、御列座の儀計りがたくのよ

し仰せられ候故、品々伺いの御黒印、御下知状なら

びに宿次の判紙の残り、相模守殿へ直ちに返上仕り

候、津山の城絵図等は若年寄衆へわたし候ようにと

仰せられ候につき、加藤越中守殿へ相渡し候、左の

ごとし

　一御黒印

　一御下知状

　一宿次の判紙の残り二枚

右三色は相模守殿へ相渡し候由

一美作国絵図　　　　　　　　　一枚

一津山城絵図　　　　　　　　　一枚

一同家中分限帳　　　　　　　　一冊

一同給米銀扶持方高帳　　　　　一冊

一同寺院帳ならびに寺社方帳　　一冊

一同寺庵帳　　　　　　　　　　一冊

一社領帳　　　　　　　　　　　一冊

一城附武具帳　　　　　　　　　一冊

　　以上八色

右の通加藤越中守殿へこれを相渡す

　なお酒井は１５日に靭負佐、１６日朝には目付たち

が、同日昼には松平若狭守が順次出発、彼は当日勝間

田に止宿している。

　森家のその後については、森家先代実録の１１月４

日の項に次のような記事がある。

一同２４日江戸より飛脚参り、去る１４日夜五つ半時

分御奉書来たり、翌１５日御登城、長継君備中西江原、

大蔵君備中新見、対馬守殿播州乃井野御朱印御頂戴の

旨申し来る

　なお、西江原の森家は宝永３年（１７０６）播州赤

穂に転じ（２万石）、乃井野の森家（１万５千石）、新

見の関家（１万千石）とともに幕末まで続いている。

『作州路』テキスト

「津山城収公と勝間田宿」

資料①-『作州津山御用留』表紙

資料②-『作州津山江上使之節留書』、『作州津山江上使之節留書 

二冊之内』表紙

本文の資料は『津山城 資料編Ⅱ』より引用いたしました。ただ

し読みくだしにしました。

資料①、②については、資料を所蔵する一関博物館のご協力を得

て掲載いたしました。

資 料 ①

資 料 ②

出雲街道宿場考


